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１．目的 

行政から市民までの様々なレベルで、環境や生態系保全、伝統的な景観など文化的価値の保全、環境教

育的利用などの観点から里山林が再認識され、その維持が求められている。そしてその実現手段としては、

行政と地域や都市の住民の連携が重視されている。このプロジェクトは、住民や行政体が里山の保全・利

活用に取り組むのを支援するために、里山林を適切に整備管理し、環境教育などの目的で活用するための

情報や森林管理技術、プログラム、社会的制度を開発することを目的とする。 
 

２．当年度研究成果の概要 
里山では、薪炭伐採やササ刈りなどの管理下で下層植生の種数が多いこと、萌芽林で非繁殖期の鳥類の種

数が多いことを明らかにした。里山のニホンリスがアカマツ球果を食餌とし、マツ枯損により個体数が減少

することを見出した。 

ナラの集団枯損の発生により里山は急激な変容が進み、優占種のアカマツとコナラが急減した後は、高木

種を欠いた森林になりつつある。林冠閉鎖下で萌芽更新が抑制される樹種のリストを作成した。里山落葉樹

林内で、林床草本ミヤコアオイの繁殖量が多かった。 

森林体験活動に関するアンケート調査の結果から、林相により参加者の年齢層や、参加目的に偏りがある

ことを見出した。アンケートをもとに今後の調査対象とするモデル林候補を摘出した。 

国・都道府県・市町村レベルの公的里山保全制度のリストを作成した。国有林の里山保全モデル事業では、

市民も参加する委員会に管理作業に関与する権限を持たせ、実効のある市民参加を実現していた。里山域の

地域資源を類型化し、モデル地域で各類型の分布と管理についての諸条件を実地調査しリスト化した。 
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５．評価結果の概要 
計画に従った成果があがりつつあり、研究計画は概ね達成されている。それぞれの研究成果は、

社会・学校における森林環境教育に対して、大きく貢献するだろう。(1)多様性課題と(2)整備技

術課題は似通った報告になっていて、方向性の違いが分かりにくい。(1) 多様性‐森林利用技術

課題は、タイトルと目的のつながりを整理する必要がある。また「森林環境教育」のあり方を明

確にして欲しい。三年では終わりえない課題も見出されるだろうが、追求してもらいたい。 
 
６．評価において改善を指摘された事項への対応  
「1．多様性‐森林利用技術」と「2．森林整備技術」の課題は、ともに入り口の基礎資料として生物を扱

うため、初年度は類似した報告となった。しかし、次年度以降は当初計画どおり、1．は里山における生物

多様性の研究に、2．は里山林管理のための施業技術の研究に、明瞭に分かれて進むよう準備しつつある。

また、課題の方向性を、一層整理する。「森林環境教育」のあり方については、学校教育関係者の助言を

得つつ明確化を図る。 
 

 




